
1.トップページ（ホーム）

審査員紹介

参加の申込

参加の申込

地域課題解決を⽬指すビジネスプランコンテスト。メンターのサポートを受けながらプランを

ブラッシュアップ！尾道の経済⼈や地域とのつながりを深め、共に尾道の未来を築いてみませ

んか？ 

１５歳以上の⽅、広島県外の⽅も広く応募をお待ちしています。

ビジネスプランコンテストでは、書類審査後、プレ発表会でプレゼンを⾏います。通過者は2ヶ

⽉間、尾道在住のメンターとプランのブラッシュアップ。メンターからのアドバイスを受け、実

現可能性の⾼いプランへ磨き上げ、ビジネスを形にしましょう。

キックオフ発表会後、尾道市で活躍する経験豊富なメンターが参加者をサポート！ 

また、尾道⻘年会議所メンバーがチューターとして担当し、メンターと参加者の間のコミュニ

ケーションを円滑に進める役割を果たします。これにより、約2ヶ⽉間のブラッシュアップ期間

中、参加者は専⾨知識や経験を活かした助⾔を受けながら、⾃分たちのビジネスプランをより

具体的で実現可能なものに磨き上げていくことができます。

「尾道で何かしたい」 

「こんな社会課題を解決したい」 

「尾道の事業者と交流してみたい」 

「移住を考えているけど、深いつながりがほしい」

参加⽅法・申込フォーム

よくある質問（FAQ）

参加者がよく聞く質問とその回答

お問い合わせ

って何？

開催スケジュール

キックオフ発表会
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最終発表会申込締切 書類審査

メンター制度でさらに深く尾道とつながる

空き家再⽣プロジェクト豊⽥⽒の特別インタビュー

インタビューページ

尾道では⻑年空き家問題があった。 

その中には建築的価値が⾼いものの、残念ながら

住⼈を失った家々の傷みは年々加速しています。

尾道空き家再⽣プロジェクトではそれらの空き家

を再⽣し、新たな活⽤を模索している。地域貢献

ビジネスのパイオニアである、空き家再⽣プロジ

ェクトの豊⽥さん。尾道でビジネスを考える際に

必要な要素について豊⽥さんの意⾒を伺いまし

た。インタビューはこちらから！

キックオフ発表会、最終発表会への参加は必須です。

ブラッシュアップ期間の、メンターとのミーティングはオンライン会議でご対応いただけれ

ばと思います。

何度も尾道に来ることが難しいです

プランをブラッシュアップしていく中で、尾道在住のメンターやチューター

とまちの現状に即したものとなるお⼿伝いをさせていただきます。

尾道のことをよく知らないのですが…

参加可能です。恐れ⼊りますが、交通費は⾃⼰負担となります。

遠⽅に在住なのですが、参加可能でしょうか？

15歳以上であれば可能です。キックオフ発表会、最終発表会で尾道へお越

しの際には保護者の⽅とご相談ください。

学⽣ですけど参加しても良いでしょうか？

Q&A

書類審査を通過した参加者たちが尾

道に集まり、ビジネスプランを発表

します。 2ヶ⽉間のプランブラッシュ

アップ期間のスタート地点となるイ

ベント

申込みフォームより 

9⽉10⽇17:00までに提出

お申込み

10組を通過予定。審査結果は、9

⽉17⽇までに参加代表者にメールに

ていたします。

2ヶ⽉間のブラッシュアップ期間を経

た参加者たちによる、磨き上げたビ

ジネスプランの公開プレゼンテーシ

ョンと質疑応答を⾏います。審査員

による審査が⾏われ、優秀賞や各部

⾨賞が選出されます。

ブラッシュアップ期間 
  (尾道在住のメンターとプランを練り上げ！）

上島  稔 ⽒ 
コロニー株式会社

新井  天兵  ⽒
Onomichi Lo-Fi

松枝  修平  ⽒
まるか⾷品株式会社

佐藤  顕治  ⽒
NPO法⼈ 原⽥芸術
⽂化交流館やまそら 

⽯崎  浩太郎  ⽒
Remon.Lab

⼤橋  和也  ⽒
尾道市地域おこし
協⼒隊 JICA

川原  奨⼆  ⽒
㈱ゆず

後藤  峻 ⽒
ONOMICHI SHARE

岡⽥  秀⼀  ⽒
広島県ドローン協会

岡 美央  ⽒
(合 )ろいやるはうす

酒井  裕次  ⽒
株式会社プラス

⼩川  ⻑ ⽒
公⽴⼤学法⼈

尾道市⽴⼤学

津村  政⼈
⽇本政策⾦融公庫

尾道⽀店

中川  悠 ⽒
株式会社GIVE&GIFT

井坂  晋 ⽒
株式会社瀬⼾内ブランド

コーポレーション

髙橋  宏明  ⽒
⼭陽⼯業株式会社

北川  淑恵  ⽒
株式会社 季縁

若新  雄純  ⽒
株式会社 NEWYOUTH

豊⽥  雅⼦  ⽒
NPO 法⼈尾道空き家
再⽣プロジェクト

岡⽥  晴奈  ⽒
株式会社ベネッセ

ホールディングス

ール

審査員ご紹介

ONOMICHIソーシャルビジネスコンテスト事務局 

ono.con2023@gmail.com 

 

輝くまちづくり推進委員会 担当 ⻲⽥（080-4269-8179)  

広島県尾道市⼟堂2-10-3尾道商⼯会議所ビル3階 tel:0848-20-1110

トップページ 特別インタビュー エントリーメンター・審査員紹介

・起業してみたい⽅ 

・尾道でやりたいことがある⽅！ 

・尾道での⼈脈を広げたい⽅ 

・移住を考えている⽅ 

 

まずは申込みページからエントリー！



エントリー

ご検討いただきありがとうございます。 

以下の応募要項、注意事項をご確認のうえ、フォームをご⼊⼒ください。

■ 募 集 期 間 

2023年6 ⽉８⽇（⽔)〜 2023年９⽉１０⽇（ ⽇ ） 

 

■ 募 集 内 容 

「 尾 道 に根 差 した、新 しい視 点 で取 り組 もうとするソーシャルビジネスのア 

イデア」 

 

■募 集 対 象 

・ １ ５ 歳 以 上 の個 ⼈ ・ グループまたは法 ⼈ 

・ キックオフ発 表 会 ・ 最 終 審 査 に現 地 出 席 が可 能 であること 

 

■審 査 ⽅ 法 

【⼀次審査】 

実 ⾏ 委 員 会 による書 類 審 査 を実 施 します。 

結 果 につきましては後 ⽇ 、応 募 者 全 員 にご連 絡 いたします。 

【最終審査】 

公 開 形 式 でプレゼンテーション、質 疑 応 答 による審 査 を実 施 します。結 果 

につきましては、当 ⽇ 会 場 内 にて発 表 いたします。 

 

■ アワード 

最優秀 賞 （ 1 チーム） ５ 万 円 ＋ １ ０ 万 円 （ ※⽀ 援 ⾦ ） 

優秀賞（ 1 チーム） ３ 万 円 

次 世 代 リーダー賞 （ 1 チーム） ２ 万 円 

 

※⽀ 援 ⾦  

最 優 秀 賞 １ ０ 万 円 

コンテスト終 了 後 、２ ０ ２ ４ 年 １ ０ ⽉ ３ １ ⽇ を期 限 として、事 業 成 果 報 告 書 

を提 出 いただき、実 ⾏ 委 員 会 で協 議 ・ 検 討 を⾏ ったうえで⽀ 援 ⾦ の⽀ 給 

をさせていただきます。 

 

■注 意 事 項 

（ １ ） 応 募 者 から提 出 された書 類 の著 作 権 は応 募 者 に帰 属 します。ただ 

し、審 査 結 果 を公 表 するとき、その他 当 ⻘ 年 会 議 所 が必 要 と判 断 

するときには、事 前 に応 募 者 と協 議 の上 、提 出 書 類 の全 部 または 

⼀ 部 を無 償 で利 ⽤ できることとします。なお、提 出 書 類 の記 載 内 容 

が、特 許 権 、実 ⽤ 新 案 権 、意 匠 権 、商 標 権 その他 の⽇ 本 国 の法 令 

に基 づいて保 護 される第 三 者 の権 利 の対 象 となっているものが含 

まれている場 合 、当 該 権 利 を使 ⽤ した結 果 として⽣ じる責 任 は、応 

募 者 が負 うこととします。 

（ ２ ） 団 体 ・ 個 ⼈ いずれでの応 募 も可 能 ですが、暴 ⼒ 団 等 の反 社 会 勢 ⼒ 

からの応 募 は受 け付 けできません。 

（ ３ ） 提 出 いただいた申 込 書 などは、原 則 返 却 しません。 

（ ４ ） 当 コンテストへの参 加 に要 する経 費 は応 募 者 の負 担 とします。 

（ ５ ） キックオフ発 表 会 ・ コンテスト当 ⽇ は現 地 出 席 を必 須 とします。 

 

■ 禁 ⽌ 事 項 

・ 著 作 権 や肖 像 権 、その他 知 的 財 産 権 、参 加 者 の秘 密 情 報 を侵 害 する 

⾏為。 

・ 第 三 者 を差 別 、誹 謗 中 傷 、脅 迫 し、あるいはプライバシー、⼈ 権 等 を 

侵 害 する⾏ 為 。 

・ 主 催 者 の名 誉 ・ 信 ⽤ を傷 付 け、信 頼 を毀 損 する⾏ 為 。主 催 者 の運 営 

を妨 げる⾏ 為 。

ご⼊⼒フォーム

お名前

都道府県

Mail

Tel

プラン名

以下の基本情報をご⼊⼒ください。

ご⼊⼒頂いたメールアドレスへ、プラン提出のご案内をお送りいたします。 

メールに記載されている⽅法にて必要データ（PDF,Excel,Word)をご送付 

ください。

送信
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尾道ソーシャル・ビジネスの先駆者 

空き家再⽣プロジェクト豊⽥⽒の特別インタビュー

 尾道固有の暮らしの歴史であり⽂化である⼭⼿地区だが、現在、空洞化と

⾼齢化が進み、空き家が数多く存在している。 

その中には建築的価値が⾼いものの、残念ながら住⼈を失った家々の傷み

は年々加速しています。尾道空き家再⽣プロジェクトではそれらの空き家を

再⽣し、新たな活⽤を模索している。 

チャット形式でのインタビュー記事

トップページ 特別インタビュー エントリーメンター・審査員紹介

尾道総合計画 経済同友会 PDF

http://www.urban.ne.jp/home/onodoyuk/kaiho/kaiho0504.pdf


審査員

メンター

トップページ 特別インタビュー エントリーメンター・審査員紹介


